
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
提
出

質

問

第

四

九

号

介
護
保
険
の
要
介
護
一
、
二
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
の
議
論
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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介
護
保
険
の
要
介
護
一
、
二
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
の
議
論
に
関
す
る
質
問
主
意
書

社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
で
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
一
、
二
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
、
「
軽
度
者
へ

の
支
援
の
あ
り
方
」
と
し
て
、
生
活
援
助
に
つ
い
て
の
給
付
等
の
縮
小
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
、
以
下
、
質
問
し
ま
す
。

一

要
支
援
一
、
二
の
総
合
支
援
事
業
へ
の
移
行
が
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
績
に
つ
い
て
、
全

国
の
自
治
体
の
う
ち
、
昨
年
四
月
か
ら
実
施
し
た
自
治
体
は
何
ヵ
所
で
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
様
に
今
年
四
月
か
ら
実
施
し

た
自
治
体
は
何
ヵ
所
で
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
に
つ
い
て
示
し
て
下
さ
い
。

二

要
支
援
一
、
二
が
自
治
体
の
総
合
支
援
事
業
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
要
支
援
の
高
齢
者
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
量
が
減
っ
た
の
か
、
増
え
た
の
か
、
ま

た
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
た
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
な
の
か
、
総
合
支
援
事
業
へ
の
移
行
に

よ
り
、
要
支
援
の
認
定
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
ど
う
変
化
し
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
の
検
証
結
果
を
、
具
体
的
な
五

つ
の
自
治
体
を
挙
げ
て
示
し
て
下
さ
い
。

三

二
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
、
も
し
現
時
点
で
把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
ま
で
に
事
例
を
把
握
す
る
の
か
に

一



つ
い
て
示
し
て
下
さ
い
。

四

社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
、
要
介
護
一
、
二
に
対
す
る
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
か

ら
外
す
こ
と
は
、
高
齢
者
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
、
在
宅
生
活
を
困
難
に
し
、
介
護
に
よ
る
家
庭
崩
壊
や
共
倒
れ
、
介
護
離
職

を
増
大
さ
せ
る
大
問
題
で
あ
り
、
や
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
政
府
の
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。

右
質
問
す
る
。

二


